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第 2 章では，その 0-81株における遺伝標識の検索を行ない，その形質判定法を設定している。














第 6 章では，以上の結果を総括した Sd.ludwigii の生活環をまとめている。
論文の審査結果の要旨
酵母の醸造，醗酵生産あるいは研究材料としての利用には，その生活環の理解が重要で、ある。しか
し， Sαccharomyces 酵母以外には，未だその詳細が知られている例は少ない。酵母Sαcchαγ omycodes
ludwigii は，ブドウ酒醸造に関与する野生酵母の一種であり，その減数分裂では， 2 個宛対立した 4
胞子性子ゅうを形成し，その対胞子が発芽と同時に接合する特異な生活環を持つO 本論文は，ブドウ
i果穆より分離した Sd. ludwigiiの 1 株について，生活環における核の挙動を遺伝標識を用いて追跡し
たものであり，本酵母の生活環の理解に役立つ次の知見を得ている。
(1) テトラ型四分子がほとんど得られない。これは染色体が減数分裂で交叉をほとんど起こさないた
めであると説明している。
(2) 対胞子は必ず対立遺伝子を持つO したがって，対胞子は発芽と同時に接合する。
(3) 単胞子に由来する一倍体細胞培養には 直接二倍体化によるホモ二倍体細胞を含む。このホモ二
倍体細胞は，胞子形成能と接合能を併せ持ち 三倍体 四倍体の高次倍数体育成の材料として利用
できる。
(4) 保存株中には，二倍体のほかに，一倍体や三倍体が混在する。
これらの知見に基づき，従来の生活環をより正確に理解し，その一倍体，二倍体世代の交番よりな
る基本的生活環に 高次倍数体化の過程をつけ加えた生活環を提案している。
以上の研究成果は， Sd.ludw哲u の育種改良および酵母遺伝学の進歩に寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-606-
